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研究成果の概要（和文）：本研究では門脈血流量を変化させることで栄養成分の吸収量を変化させる食品素材を見出す
ことを目指し、マウスにおける血糖値上昇抑制作用を示す食品素材の探索、ならびに、超音波血流計を用いてマウス門
脈血流量を測定する評価方法の確立を行った。探索研究では、天然由来粗抽出物から4種類の活性成分を単離して、そ
の作用と構造とを明らかにした。これまでに見出した活性成分を評価した結果、門脈血流量を低下させることで血糖値
上昇を抑制する成分は見出せなかったが、本方法は様々な消化器系疾患の評価にも応用できることが期待できる。

研究成果の概要（英文）：This study is aimed to find a food material that regulates the absorption of 
nutritional components by changing the portal blood flow. Hence the screening study for food materials 
inhibiting elevation of the blood glucose level in glucose loading mice, and, the methods for evaluation 
on the portal blood flow rate and absorption of nutrients in mice were investigated. In the screening 
research, four active compounds were isolated from natural crude extract, and its activity and structure 
were determined. Then, the evaluation methods monitoring the blood flow using ultra sonic flow meter, and 
quantifying the blood components using clinical diagnostic kit were established in mice. As the results 
of evaluation with the purified compounds, I have not yet found the active compound suppressing an blood 
glucose levels by reducing the portal blood flow. These evaluation method can be useful and expected to 
be also applied for the evaluation of various digestive diseases.

研究分野： 食品機能学
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１．研究開始当初の背景 
 肝臓は肝動脈と門脈の 2つの血管系から
栄養を受けているが、その約８割を門脈か
らの血流に依存している。この門脈系では、
消化管から吸収された栄養素の運搬、肝臓
への酸素やエネルギーの供給、各種内臓器
官から分泌されるホルモンの分布などの重
要な生理的役割を担っている。これらの背
景から、心臓から全身を巡っている全身循
環系における変化と比較して、門脈系の血
流量の変化や血中の各種成分の変化は、肝
臓を始めとした膵臓や胆のうなどの器官の
機能に対して大きく影響を及ぼすことが知
られている。門脈系と摂食中枢や栄養成分
の代謝調節機構との関連性が注目されつつ
あり、食事由来の成分が門脈系を介して食
欲や血糖値を調整し得る可能性が示され、
肥満や糖尿病などの生活習慣病の予防が期
待されている。 
 消化器系疾患により、門脈血流量の変化
が引き起こされることもあり、その動態は
健康状態の指標ともなりうる。摂取する食
品成分を選択することでも門脈系の循環動
態を調節することが可能であり、実際に食
前のカフェイン摂取が、その有効な予防法
の一つとして推奨されている。門脈系循環
の血流量を適度に抑制することによって、
消化管から吸収されたグルコースの急激な
全身循環系への移行の緩和も期待される。
すなわち、小腸における糖新生と消化管ホ
ルモンが門脈系のネットワークを介して各
種臓器に働きかけ、全身の血糖値の調整を
行なっており、このネットワークを制御す
ることができれば、さまざまな作用機序に
より全身血糖値の調整が可能となる可能性
を示唆している。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では、生体において血中のグルコ
ース濃度を変化させる作用に着目したうえ
で、実験動物を用いたスクリーニング試験
により、有用な医薬品素材、機能性食品素
材を天然由来の抽出物から見いだし、その
活性成分を単離・同定することを目的とし
ている。 
 
（１）マウス糖負荷試験を指標とした血糖
値上昇抑制成分の探索と解明: 糖質負荷し
たマウスの血糖値変化を指標として、血糖
値を調製する機能分子を含む天然素材を見
出す。 
 
（２）マウス門脈血流量を指標とした生物
試験法の確立と評価：門脈血流量を指標と
した評価法を確立させる。マウスにおいて
血流量に影響を及ぼす作用を評価する。 
 
（３）門脈が分布する消化器系に影響を与
えうる食品栄養成分の探索と機能解明：糖

質以外の栄養成分の吸収に影響を与える成
分や、消化器系炎症の抑制作用を示す成分
についても解明を進め、門脈循環への影響
を考察する。 
 
 
３．研究の方法 
（１）種々の天然成分由来の抽出物を調製
し、マウスに経口投与することで、血糖値
上昇を抑制する作用をスクリーニングする。
作用を示した抽出物については、マウスに
おける活性試験を指標に、活性成分を単離
し、機器分析により化学構造を同定する。 
 
（２）マウス用プローブを備えたトランジ
ット血流計を用いて、麻酔下のマウスの門
脈血流量を測定する。既存の試薬や食品成
分による変化を確認し、処置法などを含め
た評価試験系を確立する。これまでに見出
してきた血糖値上昇抑制成分を中心とした
天然由来の成分をこの試験系に供して、門
脈血流量への影響を評価する。 
 
（３）これまでに見出した化合物を中心に、
消化器系への影響を予備的に調べるために
各種動物試験系に供する。脂質、コレステ
ロール、アミノ酸などの栄養素の吸収への
影響、および、胃潰瘍、肝炎、大腸炎など
の抑制作用などから、適切な試験系を選択
して評価する。門脈血流量または各臓器へ
の影響についての相関性について検討する。 
 
 
４．研究成果 
（１）マウス等負荷試験における糖質吸収の
阻害作用を指標として、新しく５種類の天然
由来抽出物に糖質吸収抑制作用が確認され
た。そのうち、グルコース吸収抑制作用を示
した Akebia 属, Acer 属などの植物を起源と
する 4種類の抽出物については、活性を指標
に活性成分を単離し、機器分析により平面構
造を導き出してその成分を同定した。 
 
（２）麻酔下においてマウス門脈血流量を測
定し、サンプルを腸管内投与することにより、
門脈血流量に与える影響をモニターする方
法を確立した。ポジティブコントロールとし
て用いたACE阻害剤であるロサルタンでは濃
度依存的な血流減少が確認された。これまで
の研究で見出してきた、血糖値上昇抑制作用
を有する成分5種および血圧上昇を抑制する
成分２種について評価を行ったが、門脈血流
量への影響は見出せなかったものの、本方法
は様々な消化器系疾患の評価にも応用でき
るものと考えている。 
 
（３）各種の動物を用いた評価試験において、
いくつかの天然由来の抽出物および成分に
有用な作用を見出した。褐藻由来の成分には
潰瘍性大腸炎を抑制する作用が、藍藻由来の



成分には脂質の代謝を促進する作用が見出
された。各々について、その作用機序の一部
を解明した。これら天然物については、研究
期間内には試験に必要な量が得られなかっ
たため、門脈系への作用が確認できていない
が、期間終了後も研究を継続していく計画で
ある。 
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